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資料１ 

２０２３年度進級者向け 社会学コース科目登録ガイダンス 

 

１．社会学演習の履修について 

① 「社会学演習１」について（主に新２年生対象） 

・ 新２年生は春学期に「社会学演習１」を履修する（秋学期は「社会学演習２」）。 

・ Ａクラス～Ｄクラスのどれかに自動登録される。初回授業までに指定教科書を準備すること。なお、クラスごと

に使用教科書が異なるため、教科書購入時には注意が必要である。各クラスの使用教科書は、次ページを参照。 

 

② 「社会学演習３・４」の履修における注意点【重要】（主に新３年生対象） 

・ 「社会学演習３・４」は、「卒論演習」と連続しておこなわれるため、自分の所属するゼミの卒論演習の時限に

授業を登録しないこと。 

 

③ 「社会学演習５」について【重要】（新３年生対象） 

・ 春学期水曜２限に自動登録される。新３年生全員を１クラスとして、卒業論文の構想や執筆に関する講義と実習

を行う。 

 

２．講義科目について 

・ 「必修講義」のほか、「選択講義」を20単位以上単位取得することが求められる。 

・ 「社会学研究」は、隔年開講されている科目である。2023年度の科目は、2024年度には原則開講されないので

注意すること。開講される科目については、学部シラバスをよく確認すること。 

・ 「社会学特論」は、原則として毎年担当する教員が変わる。講義名が同一であっても、2023年度と2024年度で

は講義内容が異なることがある。こちらも学部シラバスをよく確認すること。 

・ 「社会統計学」は、必修科目ではないが、受講することが望ましい。 

・ 大学院進学を検討している学生は「社会学原典講読」を受講することが望ましい。 

 

３．社会調査実習１・２の履修について 

・ 社会調査士資格取得を考えている人は、講義科目（「社会調査法１・２」、「社会統計学１・２」、「データ解

析１」or「データ解析２」）に加えて、「社会調査実習１・２」を履修する必要がある。 

・ 履修が可能なのは３年生以上。詳しくは、資料３「社会調査士資格について」にて説明する。 

 

４．実験実習費について 

・ 各演習および社会調査実習室を運営するために実験実習費が必要である（学費と一緒に納入いただく）。主な使

途は、演習における合宿費、教材購入費、印刷費、社会調査実習室機械整備費など。 

➢ ２年生：年間8,000円（半期4,000円） ／  ３年生以上：年間28,000円（半期14,000円） 

 

５．副専攻について 

・ 副専攻の科目は、文化構想学部・文学部の両方から選択できる。シラバスを熟読すること。 

・ 副専攻の方法や単位に関して等、不明点がある場合は、各自で事務所に確認すること。  
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６．留学について 

・ 留学を検討している人は、必ず正式決定前に、出来るだけ早く社会学コース主任および助手に相談すること。 

・ 社会学コースには、文学学術院全体の明文化された規定以外に、コース独自の規定がある（以下は一例であ

る）。事前相談がない場合、留学によって生じた予期しない不利益に対してコースとして対応できないことがあ

るので注意してほしい。 

➢ 帰国後のゼミ（「社会学演習３・４」）の履修順序に関して、秋学期（「社会学演習４」）の後に春学期（「社

会学演習３」）を履修するような逆順履修を認めないゼミがある。そのため、２年生の秋学期（12月～２月）

に実施するゼミ振り分けの際には注意が必要。 

➢ 留学中の単位を社会学コース開講科目に振り替えることを希望する場合は、社会学コース内で厳正な審議が

行われる。なお、必修科目・専門演習の単位互換は原則認めない。 

 

７．その他 

・ 特別研究期間中の先生の講義・演習は代講の先生が担当する。なお、2023年度は、竹中均先生が通年で、嶋﨑尚

子先生が春学期のみ、岡本智周先生が秋学期のみ、特別研究期間である。 

・ 今後の社会学コースからの情報は、社会学コースホームページやメールなどで発信する（詳細は資料２を参

照）。 

 

８．2023年度「社会学演習１」使用教科書一覧（主に新２年生対象） 

必ず自動登録の結果から自分のクラスを確認し、初回の授業までに指定テキストを用意してください。 

 

※「社会学演習２」の教科書は９月にメールを通じて連絡する予定です。 

科目名 担当教員 
学

期 
時限 使用教科書および伝達事項 

社会学演習１ A 草柳 千早 先生 春 火２時限 ゲオルク・ジンメル（北川東子編訳）, 1999年,『ジンメル・コレクション』ちくま学芸文庫 

社会学演習１ B 土屋 淳二 先生 春 火２時限 ジグムント・バウマン，ティム・メイ著（奥井智之訳）『社会学の考え方〔第２版〕』ちくま学芸文庫 

社会学演習１ C 池田 祥英 先生 春 木２時限 
エミール・デュルケーム（菊谷和宏訳）, 2018年,『社会学的方法の規準』（講談社学術文庫） 講談

社. ※宮島喬訳の岩波文庫と間違えない。 

社会学演習１ D 平野 直子 先生 春 木２時限 P.L.バーガー（水野節夫・村山研一訳）『社会学への招待』ちくま学芸文庫 


